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私たちが礼拝で告白している使徒信条は
どのように成立し、用いられてきたのか？
基本信条として、教派を超えて用いられている使徒信条。その聖書的起源と歴史的展開を
最新の研究から解説。信徒・初学者に向けた、待望の使徒信条成立史入門！
「日本での使徒信条成立史研究は、外国と比べて少なくとも50年遅れています。本書では外国での研究成果も踏まえな
がら、使徒信条の歴史を記していきたいと思います。ただし、本書は研究書としてではなく、なるべく平易な言葉で書くよ
うに心掛けました。特に日曜日の礼拝で使徒信条を告白している信徒の方々に読んでいただきたいと思ったからです。ま
た、これから信仰を言い表して洗礼を受けようと志しておられる方々にも読んでいただければ幸いです。普段、自分が告白
しているものが、あるいはこれから告白しようとしているものが、どのようなルーツを持つものなのかを知っていただき、
2000年の歴史を背負っている使徒信条の重みを感じていただきたいと願っています」。（「まえがき」より）
❖著者紹介 本城仰太（ほんじょう・こうた）　1978年生まれ。東京神学大学、同大学大学院で学ぶ。日本基督教団松本東教会牧師。

東京神学大学博士（神学）。現在、東京神学大学常勤講師、日本基督教団中渋谷教会牧師。
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地震、津波、台風、大水害などさざまな災害が繰り返し派生する災害大国・日本。
そこに存在するキリスト教会は、災害をどのように記憶し、また災害に備え、その
土地の人々とどのように手を取り、地域に仕えることができるのだろうか。同大教
授陣のほか、現場で災害支援活動や子ども食堂などを通して、地域で奮闘してきた
牧師たちの講演を収録。
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災害とキリスト教

主題講演「呼び覚まされる霊性の震災学‐３.１１　生と死のはざまで」（金菱  清）
神学講演「現代世界における災害の形‐環境危機に直面して」（芦名定道）
神学講演「戦災の記憶と想起‐ドイツの教会の事例から考える」（小田部進一）
現場報告「災害支援を通して」（日下部遣志）
現場報告「分かち合う共同体を目指して‐教会こども食堂・フードバンクの働き」（森分  望）
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第 56回神学セミナー

金菱  清（同大学社会学部教授）、芦名定道（同大学神学部教授）、小田部進一（同大学神学部教授）、
日下部遣志（日本基督教団川内教会牧師）、森分  望（日本基督教団三津教会牧師）
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著者による関連本
〈三訂版〉ウェストミンスター信仰規準　　　　　　　 定価 2420 円　ISBN9784863251359
ウェストミンスター小教理問答―聖句付き　　　　　　　　 定価 1100 円　ISBN9784900666979
ウェストミンスター礼拝指針―そのテキストとコンテキスト　 定価 3740 円　ISBN9784863250215
ウェストミンスター礼拝指針―本文と註　　　　　　　定価 1540 円　ISBN9784863250222
ウェストミンスター神学者会議―その構造化　　　　　　　 定価 7040 円　ISBN9784900666319

わが国初にして世界的水準の
本格的註解

　本信仰告白に取り組む教職，神学生，
　知解を求める長老・信徒にとって
　必読の書となるであろう．

　　　　　　理解を深める巻末の「資料篇」，

　　　　　　さらに「図表」（６点）を附録

ウェストミンスター信仰告白を歴史的，分析的に解釈するために資するも
のとして，著者が作成したいくつかの文献の詳細な目次を掲載した「資料
篇」，および「図表」（6 点）を附録とする意図は，ウェストミンスター信
仰告白の解釈にあたっては，資料が取り扱う事項の概要や人物・事柄の歴
史的位相をある程度念頭におくことがきわめて重要だからである．これら
の資料と図表は，また，これまでに出版された信仰告白の註解書，研究書
類を学び評価するための，共通の参照枠（frame of reference）を提供す
るものとなることが期待される．


